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画家たちのパリ、
フランス
‐ひらくまなざし‐

開
館
日
：
金
・
土
・
日
・
祝
日

開
館
時
間
：
10
時
〜
17
時

＊
展
示
作
品
の
一
部
が
替
わ
り
ま
す
。

　
前
期
：
3
月
20
日（
金
）〜
5
月
10
日（
日
）

　
後
期
：
5
月
15
日（
金
）〜
7
月
20
日（
月
・
祝
）

観
覧
料

　
一
般
：
５
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生
：
３
０
０
円

　
中
学
生
：
１
０
０
円
、小
学
生
以
下
無
料

＊
65
歳
以
上
の
方
、
20
名
様
以
上
の
団
体
は

　
１
０
０
円
引
、
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

　
方
は
２
０
０
円
引
と
な
り
ま
す
。

後
援
：
松
阪
市
、
松
阪
市
教
育
委
員
会

▼

〒515-0082 三重県松阪市魚町1807‐1　 Tel：0598-21-1111
・松阪駅南口より徒歩約8分
・松阪駅南口より鈴の音バスM2「市街地循環線（左回り）」、または鈴の音バスM4 
 「三雲松阪線」／バス停「よいほモール」下車徒歩約3分

百五銀行■

▲国道166号線

■三十三銀行

近鉄山田線

JR紀勢本線
至
名
古
屋・大
阪
方
面

南口

カリヨン
パーキング

日野町■和田金

■鎌田青果

本町

観光交流センター■

旧長谷川治郎兵衛家
■

松阪市役所■

魚町通り

至
伊
勢
市・熊
野
市
方
面

サイトウミュージアム

松阪駅

左 ： 三宅克己 《巴里サンミツシエル橋》 制作年不詳、 右上 ： 岡田三郎助 《巴里郊外の森》 1900 年、 右下 ： 正宗得三郎 《モレエの夕景》 制作年不詳

記憶にきざみたい。



画
家
た
ち
の
パ
リ
、フ
ラ
ン
ス

｜
ひ
ら
く
ま
な
ざ
し
｜

　
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で
、
日
本
人
画
家
に
と
っ
て
フ
ラ

ン
ス
の
首
都
パ
リ
は
憧
憬
の
的
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
海

路
や
陸
路
を
使
い 
何
日
も
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
芸
術

の
都
は
、
美
術
を
志
す
そ
の
眼
に
新
鮮
に
映
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
彼
ら
は
、
独
自
の
表

現
を
探
求
す
る
た
め
、
同
時
期
に
滞
在
し
た
芸
術
家
た
ち

と
切
磋
琢
磨
し
、
時
に
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
マ
チ
ス
と
い
っ

た
画
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
制
作
に
励
み
ま
し
た
。

　
技
術
の
習
得
や
表
現
の
探
求
に
お
い
て
重
要
な
の
は

「
見
る
こ
と
」
と
「
感
じ
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
と
す

る
現
地
の
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
彼
ら
に
大
き
な
刺

激
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
異
国
の
風
景
が
見
せ
る
多

様
な
表
情
は
画
家
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
、
表
現
の
幅
を
広

げ
る
契
機
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。  

　
第
一
回
の
文
部
省
留
学
生
と
し
て
留
学
を
果
た
し
た
岡

田
三
郎
助
を
は
じ
め
、
パ
ス
テ
ル
画
に
よ
る
「
色
の
速
写
」

の
可
能
性
を
探
究
し
た
矢
崎
千
代
二
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

や
キ
ュ
ビ
ス
ム
な
ど
の
新
運
動
を
吸
収
し
た
川
島
理
一

郎
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
を
代
表
す
る
画
家
・
藤
田
嗣

治
を
師
と
し
「
エ
ビ
ハ
ラ
ブ
ル
ー
」
を
生
み
出
し
た
海
老

原
喜
之
助
、
生
涯
の
大
半
を
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
し
ル
・
サ

ロ
ン
に
て
日
本
人
初
の
金
賞
を
受
賞
し
た
平
賀
亀
祐
、
佐

伯
祐
三
や
外
国
人
画
家
た
ち
と
の
交
流
が
刺
激
と
な
っ
て

多
様
な
展
開
を
見
せ
た
川
口
軌
外
な
ど
、
戦
前
戦
後
を
通

じ
て
多
く
の
画
家
が
新
し
い
表
現
を
求
め
て
フ
ラ
ン
ス
へ

と
渡
り
ま
し
た
。  

　
今
回
は
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
同
地

に
過
ご
し
た
日
本
人
画
家
に
よ
る
風
景
画
を
中
心
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
異
国
の
地
だ
か
ら
こ
そ
ひ
ら
か
れ
た
で
あ
ろ

う
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
ま
な
ざ
し
を
、
絵
画
の
世
界
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

　
＊
い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
入
館

　
　
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

 

◎
学
藝
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク 

　
3
月
22
日
（
日
）、
5
月
2
日
（
土
） 

　　
　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら
約
30
分 

 

◎
学
藝
員
と
お
散
歩
企
画
　
第
一
弾 

　　
　
新
人
学
藝
員
の
就
任
一
周
年
を
記
念
し
て
、
松
阪
の
内
緒
の   

　
　
散
歩
ル
ー
ト
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
ま
す
。
雨
天
決
行
。

　
　 （
保
険
は
各
自
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。）

　
4
月
19
日
（
日
）

　　
　
午
後
２
時
に
サ
イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
集
合
　
約
１
時
間   

 

◎
学
藝
員
に
よ
る
絵
画
の
お
話
ス
ラ
イ
ド
・
ト
ー
ク 

　
　
展
示
室
に
て
絵
画
の
よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
　
毎
回
異
な
る
内
容
と
な
り
ま
す
。 

　　
６
月
14
日
（
日
）① 

パ
リ
の
蜜
の
味

　
７
月
11
日
（
土
）② 

佐
伯
祐
三
と
仲
間
た
ち 

　　
　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら
約
40
分 

■
友
の
会
入
会
の
お
誘
い

　     

お
申
し
込
み
か
ら
一
年
間
、何
度
で
も
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

　     

小
冊
子
は
展
覧
会
ご
と
に
１
冊
進
呈
。

　     

お
一
人
様
年
会
費
二
千
円
。
ご
入
会
・
継
続
時
に
お
好
き
な

　     

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
１
枚
進
呈
し
ま
す
。

■
次
回
展
示
予
告

　「
題
名
の
な
い
絵
画
展
Ⅱ
」 

　
２
０
２
６
年
７
月
24
日
（
金
）‐
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

左
：
海
老
原
喜
之
助
《
雪
山
》
制
作
年
不
詳
、
右
上
段
：
川
口
軌
外
《
巴
里
の
射
的
場
》
制
作
年
不
詳

右
下
段
左
：
高
田
博
厚
《
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
夫
人
像
》
１
９
３
２
年
、
下
段
右
：
矢
崎
千
代
二
《
広
場
（
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
）》
１
９
２
２
年
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